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ABSTRAK 

 

Aliyyah Khairunnisa. 2026. Tindakan Diskriminasi Kecantikan terhadap Tokoh 

Sato Ai dalam Drama Kanojo wa Kirei Datta: Kajian Sosiologi Sastra. Skripsi. 

Prodi Pendidikan Bahasa Jepang Fakultas Bahasa dan Seni. Universitas Negeri 

Jakarta. 

Penelitian ini mengkaji tindakan diskriminasi kecantikan terhadap tokoh Sato Ai 

dalam drama Kanojo wa Kirei Datta dengan pendekatan sosiologi sastra. Tujuan 

penelitian ini adalah untuk mengetahui bentuk diskriminasi yang diterima tokoh 

Sato Ai berdasarkan teori Newman, mengetahui dampaknya menurut teori Suzuki, 

serta mengetahui respons tokoh terhadap tindakan diskriminasi tersebut. Penelitian 

ini menggunakan metode deskriptif kualitatif dengan teknik simak dan catat. Hasil 

penelitian menunjukkan bahwa dari 15 data tindakan diskriminasi kecantikan yang 

ditemukan, tokoh Sato Ai mengalami diskriminasi verbal, penghindaran, 

pengeluaran, dan diskriminasi fisik, dengan diskriminasi verbal sebagai bentuk 

yang paling dominan. Selanjutnya, berdasarkan 11 data dampak diskriminasi, 

ditemukan bahwa tindakan tersebut mengakibatkan tokoh merasa rendah diri dan 

merasa diremehkan. Berdasarkan 30 data respons, tokoh Sato Ai menunjukkan 

respons afektif berupa rasa malu serta respons konatif berupa penguatan diri dan 

perubahan pola pikir positif, peningkatan kinerja, pengembangan kompetensi diri, 

pembangunan kepercayaan diri, perubahan diri, serta sikap pantang menyerah dan 

komitmen yang tinggi. Penelitian ini menunjukkan bahwa drama Kanojo wa Kirei 

Datta merepresentasikan diskriminasi kecantikan sebagai cerminan realitas sosial 

yang masih terjadi dalam masyarakat serta menegaskan bahwa nilai seseorang tidak 

semata-mata ditentukan oleh penampilan fisik, melainkan juga oleh kemampuan, 

usaha, dan ketekunan. 

Kata Kunci: diskriminasi, diskriminasi kecantikan, tokoh Sato Ai, Kanojo wa Kirei 

Datta, sosiologi sastra 
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ABSTRACT 

 

Aliyyah Khairunnisa. 2026. Beauty Discrimination Against the Character Sato Ai 

in the Drama Kanojo wa Kirei Datta: A Literary Sociology Study. Undergraduate 

Thesis. Japanese Language Education Study Program, Faculty of Languages and 

Arts, Jakarta State University. 

This study examines acts of beauty discrimination against the character Sato Ai in 

the Japanese drama Kanojo wa Kirei Datta through a sociological approach to 

literature. The objectives of this study are to identify the forms of discrimination 

experienced by Sato Ai based on Newman's theory, examine their impacts using 

Suzuki's theory, and identify the character's responses to these discriminatory acts. 

This study employed a qualitative descriptive method using observation and note-

taking techniques. The findings reveal that, out of 15 identified data on acts of 

beauty discrimination, Sato Ai experienced verbal expression, avoidance, exclusion, 

and physical abuse, with verbal expression being the most dominant form. 

Furthermore, based on 11 data on the impacts of discrimination, the study found 

that these discriminatory acts resulted in the character experiencing feelings of 

inferiority and being belittled. In addition, based on 30 data on the character's 

responses, Sato Ai demonstrated affective responses in the form of feelings of 

shame and conative responses through self-strengthening and positive changes in 

mindset, improved work performance, self-competence development, increased 

self-confidence, positive self-improvement, as well as perseverance and a strong 

sense of commitment. This study concludes that Kanojo wa Kirei Datta represents 

beauty discrimination as a reflection of social realities that continue to exist in 

society and emphasizes that a person's value is determined not only by physical 

appearance but also by ability, effort, and perseverance. 

Keywords: discrimination, beauty discrimination, the character Sato Ai, Kanojo wa 

Kirei Datta, sociology of literature 
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要旨 

 

アリーヤ・カイルンニサ。2026。『ドラマ『彼女はキレイだった』におけ

る佐藤愛への美の基準に基づく容姿差別―文学社会学的研究―』。卒業論

文。ジャカルタ国立大学言語芸術学部日本語教育学科。 

 

本研究は、ドラマ『彼女はキレイだった』における佐藤愛に対する美の基

準に基づく容姿差別を、文学社会学のアプローチを用いて分析したもので

ある。本研究の目的は、Newman の理論に基づいて佐藤愛が受けた差別の

形態を明らかにし、Suzuki の理論に基づいてその影響を分析するとともに、

差別行為に対する佐藤愛の対応を明らかにすることである。研究方法には

質的記述研究法を用い、視聴・記録法によってデータを収集した。分析の

結果、15 件の美の基準に基づく容姿差別行為のデータから、佐藤愛は言

語的差別、回避、排除、および身体的差別を受けており、その中でも言語

的差別が最も多く確認された。また、11件の差別の影響に関するデータか

らは、それらの差別行為によって劣等感を抱き、さらに軽視されていると

感じることが明らかになった。さらに、30 件の対応に関するデータから、

佐藤愛は、恥ずかしさという感情的反応を示すとともに、自己強化や前向

きな思考への転換、業務遂行能力の向上、自己能力の向上、自信の形成、

自己改革、そして諦めない姿勢と高い責任感といった意志的反応を通して

差別に対応していることが確認された。本研究は、『彼女はキレイだった』

が、美の基準に基づく容姿差別を現代社会における社会的現実の反映とし

て描いていることを示すとともに、人の価値は外見だけではなく、能力や

努力、そして粘り強さによっても評価されるべきであることを明らかにし

た。 

 

キーワード：差別、美の基準に基づく容姿差別、佐藤愛、『彼女はキレイ

だった』、文学社会学 
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ドラマ『彼女はキレイだった』における佐藤愛への美の基準に基づく容

姿差別―文学社会学的研究― 

 

ジャカルタ国立大学 

Aliyyah Khairunnisa 

aliyyahkns@gmail.com  

概要 

A. 背景 

文学作品は、美的表現の手段であるとともに、社会に存在す

るさまざまな社会現象を反映する媒体でもある。Wellek and 

Warren（2016）は、文学作品は作者・社会・読者の相互関係の中で

理解されるべきであると述べている。また、Fulthoni ら（2009）

によれば、差別とは、皮膚の色、民族、性別、経済状況、宗教など

の違いに基づく不平等な扱いであり、日本においても依然として存

在する社会問題である。さらに、Suzuki（1969）は、個人または集

団に付随する特性、あるいは架空につくられた特性を理由として、

他者の機会を不当に制限・阻止する行為を差別であると述べている。 

 

日本では、Japanese Beauty（J-Beauty）と呼ばれる美の基

準が社会に浸透しており、その基準に適合しない人々に対する美の

基準に基づく容姿差別を生み出す要因の一つとなっている。このよ

うな現象は、2021 年に放送されたドラマ『彼女はキレイだった』

において、容姿の変化をきっかけに差別を受ける主人公・佐藤愛を

通して描かれている。そこで、本研究では、文学社会学の視点から

本作品を分析し、Miharso（2009）が引用する Newman の差別理論に

基づいて差別の形態を明らかにするとともに、Suzuki の理論を用

いてその影響を考察し、さらに佐藤愛の差別に対する対応について

明らかにすることを目的とする。 

 

B. 問題提起 

本研究では、以下の 3点を研究課題とする。 

1. Newman の差別理論に基づいて、ドラマ『彼女はキレイだった』

において主人公・佐藤愛はどのような美の基準に基づく容姿差

別を受けているのか。 

2. Suzuki の差別理論に基づいて、ドラマ『彼女はキレイだった』

において主人公・佐藤愛が受けた美の基準に基づく容姿差別は

どのような影響を及ぼしたのか。 

3. 主人公・佐藤愛は、自らが受けた美の基準に基づく容姿差別に

対してどのように対応したのか。 

mailto:aliyyahkns@gmail.com
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C. 結果と検討 

分析の結果、Newman の差別理論に基づく 15 件の差別データ

から、佐藤愛は言語的差別、回避、排除、および身体的差別の 4 種

類の差別を受けていることが明らかになった。そのうち、言語的差

別は 10 件と最も多く確認された。その一例として、レストランで

接客中の佐藤愛に対し、客が「ハズレでは」と発言する場面が挙げ

られる。 

 
 

第 1話（01:03–01:09） 

お客様  : すみません。 

佐藤愛  : お待たせしました。 

お客様  : ハズレでは。 

 

本場面における「ハズレでは」という発言は、佐藤愛の容姿

に対する否定的な価値判断を示している。この発言から、客が佐藤

愛の容姿を基準として否定的に評価していることがうかがえる。 

次に、Suzuki の理論に基づいて 11 件の影響データを分析し

た結果、劣等感が 8 件と最も多く確認された。これは、繰り返され

る容姿差別が佐藤愛の自己評価を低下させ、劣等感を抱かせる要因

となっていることを示している。その一例として、長谷部宗介が

「佐藤愛。なんで君みたいのは。」と発言する場面が挙げられる。 

 
 

第 2話（28:00–28:09） 

長谷部宗介 : 佐藤愛。なんで君みたいのは。 

  この発言は、佐藤愛の容姿を理由として人格や価値を否定的

に評価するものである。発言後の佐藤愛は沈黙し、劣等感を抱く様

子が描かれており、容姿差別が自己評価に大きな影響を及ぼしてい

ることが読み取れる。 

さらに、30 件の対応データを分析した結果、佐藤愛は感情

的反応として羞恥心を抱く一方、意志的反応として自己強化、前向

きな思考への転換、能力および業務遂行能力の向上、自信の形成、

自己改革、そして諦めない姿勢と強い意志を示していた。その一例
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として、第 8 話では、岡島ゆいこから企画を評価されたことを契機

に、自らの能力に自信を持つようになる場面が描かれている。 

 

 
 

第 8話（06:31–06:37） 

岡島ゆいこ  : 今までのモストになかった発想だと思う。い

い企画よね。 

佐藤愛  : ありがとうございます。 

 岡島ゆいこの評価によって、自身の能力や努力が認められた

ことを実感した佐藤愛は、自己肯定感を高め、自信を形成していく

ことが確認された。 

以上の結果から、本作品では、容姿差別が佐藤愛の心理や行

動に深刻な影響を及ぼす一方で、能力や努力が認められることによ

って自己肯定感を回復し、自信を形成していく過程が描かれている

ことが明らかとなった。 

 

D. 結論 

本研究では、『彼女はキレイだった』における佐藤愛に対す

る美の基準に基づく容姿差別について考察した。その結果、Newman

の差別理論に基づく分析では、言語的差別、回避、排除、および身

体的差別の 4 種類が確認され、その中でも言語的差別が最も多く見

られた。また、Suzuki の理論に基づく分析では、容姿差別は佐藤

愛に劣等感や軽視されているという意識を生じさせることが明らか

となった。一方で、佐藤愛は感情的反応として羞恥心を抱きながら

も、意志的反応として自己強化、能力の向上、自信の形成などを通

して差別を乗り越え、自らの成長につなげていた。以上のことから、

本作品は、美の基準に基づく容姿差別という現代社会の課題を描く

とともに、人の価値は容姿だけではなく、能力や努力によって評価

されるべきであるという社会的メッセージを提示している。 

    


